
	

	まえがき

	
		前回のまとめ以降に書いた日記の振り返りをまとめて電子書籍化しました。
	

		今回まとめた中では GW に小豆島、年明けの 2 月に沖縄に旅行したのが特に大きなイベントでした。
		以前は GW どころか夏や年末年始すらどこにも出かけなかったので、日記のネタを期待してる面が多々あるにしても
		外に出かけるようになったのはよかったと思います。
	


	小豆島旅行 (2022 年 5 月 6 日)

	

	
		今年の GW はフェリーに乗って小豆島に旅行してきました。
		行きは高松からフェリーで小豆島南側の池田港へ、帰りは土庄とのしょうから本州へ渡り、瀬戸大橋から四国へ戻るというルートです。
	

		画像でもちらっと書いていますが、実は池田港行きのフェリーは自動車で訪れる場合はあまりオススメできません。
		というのも、ここから島内の外地域へ移動するには眼の前にある R436 を通るわけですが、ここがあまり見通しが良くない上に交通量が割と多いので
		ただでさえ渋滞しがちな夕方になると道を譲ってもらえなくて曲がれないんですけおおおお！となりかねないためです。
	

		旅行の際には港の近辺にホテルや駐車場が充実している土庄とのしょうから上陸するのがオススメです。
	

		

	
		高松港は JR 高松港の目の前で琴電の駅もすぐ隣にあり、駅前にはホテルや飲食店があり、交通の便はかなり良いです。
		ただ自動車で来る場合、予約した便まで時間がある時に港の駐車場に停めさせてもらえないので、前の便が出るまでどこか別の駐車場に停めて
		時間を潰す必要があります。ここはちょっと不便ですね。
	

		あと、神戸まで行くジャンボフェリーに乗りたい場合はここではなく、東に少し離れた港なので間違えないよう要注意です。
	

	
		
		
	

	
		今回乗った船「第一こくさい丸」はカラフルなペイントでパンダが乗っていますが、
		公式でもそのままずばり「パンダ」という愛称がつけられて船内の至るところにパンダがあしらわれていることをアピールしています。
		ちなみに、もう一隻の「しまぞう」こと「第十一こくさい丸」は象が乗っているらしいです。
	

	
		
		
	

	
		船内は椅子座席中心で、カーペットの雑魚寝スペースは中央付近に広く確保されています。
		例によって？船内ではうどんをいただくことができるのですが、私は今回乗船前に食事を済ませていたので残念ながらうどんはスルーしました。
	

	
		
	

	
		小豆島は道の狭い箇所が多いので自動車で通る際の要注意スポットが船内に貼り出されていました。
	

	
		
	

	
		小豆島の池田港へ上陸すると、港の前に謎のカエルがお出迎えしてくれました。
	

	

	
		
	

	
		今回泊まった旅館のお部屋です。
		最近は旅行してもホテルは安くビジネスホテルにすることが多かったのですが、今回はあえてちょっと古い感じの旅館に泊まってみました。
		畳の部屋が素敵。窓のすぐ外に海が見えるのもいいですね。
	

	
		
	

	
		チラシを折って作ったゴミ箱を部屋に備え付ける旅館はじめてみた。
	

	

	
		
	

	
		今回はせっかく旅館に泊まったので、食事もコンビニやファミレスで適当に済ますのではなく旅館の夕食をお願いしてみました。
		写真だとなんかしょぼくない？って感じですが、この写真だとまだ主菜がお出しされていなくて、
		いい感じの主菜を食べ始めたら写真撮るのすっかり忘れてました。
	

	

	

	
		小豆島で見たかった観光スポットその1、土淵どふち海峡です。
		ギネス認定の「海岸線の間が最も狭い海峡」で、最も狭い場所で 9.93m だそうです。
		写真などで見ると川じゃんって感じなのですが、すぐ西側は土庄港で、川？に沿って歩くとすぐ反対側の海に出るので
		なるほど確かに海峡だわと実感することができます。
	

	
		
		
	

	
		海峡の近くの町役場では海峡の横断証明書を発行してくれます。(有料)
		島としてはどちらかというと海峡よりも「からかい上手の高木さん」とのタイアップの方に力が入っているようで、
		役場の窓口にもアクリルスタンドが飾られていました。
		ちなみにこのアクリルスタンドはお土産屋さんなどで売っていました。
	

		なお、土渕海峡の眼の前にはマルヨシセンター (スーパー) と、同敷地内にジョイフル (ファミレス)、DCM (ホームセンター) 、
		ガソリンスタンドにコインランドリーと便利施設が一通り揃っているので、島内観光の準備はここでするのがいいと思います。
	

	
		
		
		
	

	
		土庄港にいくと高木さんの看板がお出迎えしてくれるし、高木さんラッピングフェリーや島を走るラッピングタクシーもあったりします。
		土庄港のターミナル前に設置されている芸術祭の展示物であるオリーブの冠？はアニメのジャケット絵に使われたりしてましたね。
	

	

	
		
		
	

	
		小豆島で見たかった観光スポットその2、「迷路のまち」です。
		上の土渕海峡の眼の前で、(おそらくは歴史的経緯で) 細い道が複雑に入り組んでいる町並みに
		妖怪美術館や芸術祭の展示物といったものを配置してアトラクション的な観光スポットにしています。
		こういう場所は普通に歩いてみるだけでもなかなか楽しいものなのですが、普通に人が住んでいる場所なのであまりはしゃいではいけない。
	

	
		
	

	
		ちなみに「妖怪美術館」というのはこんな感じの展示らしいです。
		ゲゲゲの鬼太郎みたいなコミカルなのかと思ったら予想外にキモい！
	

	

	
		
	

	
		小豆島で見たかった観光スポットその3、「エンジェルロード」です。
		今回行った場所で観光地らしい観光地はここくらいな気がしないでもない……
	

		小豆島と南側の弁天島、中余島、大余島の間にある浅瀬部分が干潮の時間帯だけ陸続きになる場所で、
		この日はちょうど午前中のいい時間が干潮なので見に行って渡ってきました。
		実際に見ると思っていたよりずっと綺麗で、前日夕方の満潮時にも来て比較できる写真を撮っておけばよかったなとちょっと残念に思っています。
	

	

	
		
	

	
		エンジェルロードを渡って島に渡ると、木に恋人の願掛け的なものがたくさんかけられています。
	

	

	
		
	

	
		帰りは土庄とのしょう港から新岡山港に渡る「おりんぴあどりーむ」に乗ってきました。
	

	
		
	

	
		甲板にメリーゴーランドやブランコなどの遊具が充実しています。
		フェリーに遊具なんか要るか？と思わなくもないですが、島に住んでいる方の生活の足として使われている面もある路線なので
		1 時間船の中にいなきゃならない子供を退屈させないための工夫なのだろうと思います。
	

	
		
	

	
		この船は上の写真の甲板のさらに上の階層に展望デッキが設けられていて、そこにはこのようなダミーの操縦席が設置されています。
		舵輪は当然ながら回しても何も起こらないのですが、その後ろに設置されている方位磁針は本物で、覗くとちゃんと進行方向を指しています。
	

	

	
		
	

	
		岡山から瀬戸大橋を渡る途中、与島 PA で休憩です。
		時間が合えば端を通過する「マリンライナー」を見上げることもできるようで、PA に通過時刻表が設定されていました。
	

	
		
	

	
		四国四県の擬人化キャラ「四国萌隊」らしいです。ナニソレ……。
	

	

	

	
		FOX・おまけ

		土庄港の喫茶コーナーで食べたごま油アイスクリームです。
		土庄港のすぐ隣に工場がある小豆島の会社「かどや製油」のごま油をかけていただくアイスクリームで、
		バニラとごま油の風味がよくあう…ようなそうでもないような微妙な感じでした……。
	



	興居島でC+PODに乗った話 (2022 年 5 月 28 日)

	

	
		昨年にも来たことがあり、前回はレンタサイクルでサイクリングを楽しんだ松山市の向かいにある離島、興居島にまた渡ってきました。
		今回は超小型モビリティの「C+pod」をレンタカーで借りて島一周のドライブを楽しんできました。
	

	
		
		
	

	
		前回同様、高浜港からフェリーに乗って島に渡ります。
		車両を乗せるイカダに操縦席を乗せたようなシンプルな構造で船室も廊下にベンチをおいた程度の簡単なものです。
		乗船時間はせいぜい 20 分程度なので、このくらいで十分なんですね。
	

		

	
		
	

	
		興居島側の由良ゆら港です。港の前にはレンタサイクルやレンタカーの手続きを行う事務所と
		その隣に A コープがあります。島内にスーパーはここしかないので、お菓子やお弁当の買い出しはここで済ませておきましょう。
		また、見切れていますが A コープの向かいにはコーヒーショップ、天気のいい日はうどんの屋台が出てたりもします。
	

	
		
	

	
		借りた C+pod ですが、外見はこんな感じ。全長は 2490mm でスズキ・ツインやスマートよりもさらに短いです。
		全幅は 1290mm 、一般的な軽自動車より 20 センチほど狭いだけなのですが、全長に対して全幅は普通の車に比べてかなり短く感じます。
	

	
		
		
	

	
		運転方法自体は当然ながら普通の自動車と同様ですがシフトレバーは D/N/R をボタンで切り替える方式になっています。
		また、メーターパネル周りも一般的な自動車に比べてかなり簡略化されている印象でした。
		簡略化されているのはメーターパネルだけではなく、窓に至っては昔ながらの手回し式で窓ガラスが上下するあれですらない、
		手で引っ張り上げてクリップを引っ掛けて固定するという方式です。
		そこまで徹底して簡略化されている割には座席のヒーターは左右独立してオン／オフを切り替えられるというのが謎ですが……。
		熱源は電気を食うので節電のためでしょうか。
	

		乗ってて気になったのがブレーキペダルが無茶苦茶重たいという点。どうも倍力装置がついてないのが仕様らしいです。
		超小型モビリティが走るような状況では倍力装置が必要になるような強力なブレーキは必要ないということかもしれませんが、
		高齢者の移動手段も視野に入れてるのに力いっぱい踏み込まないとブレーキかからないってのはちょっとどうなんでしょうか。
	

		

	
		
	

	
		島内の道路は東側の住宅地と西側の海水浴場周辺は平坦で道幅もそこそこある走りやすい道です。
		一方、北側はみかん畑の山を回り込み、急カーブとアップダウンが連続する道で自転車で走る人にはかなりハードだと思います。
		自動車だとカーブのあたりが幅ギリギリだったりするので慎重に進まないと危険ですが、
		幅の狭い C+pod なら余裕で通れる……と言いたいところですが、下り坂でブレーキがむちゃくちゃ重たいので下手すりゃ畑に吹っ飛ぶのではないかと思いました。
	

		あと、島の南東部〜南側は全体的に細い道が多いんですが、特に南東部はみかん畑の間の農道を舗装しただけみたいな道が多く、
		レンタカーで無理に突っ込むと事故る予感がしたので今回は島一周を諦めて途中で引き返しました。
		後でその場所をストリートビューで見てみたところ、行けなくはないけど対向車が来たら詰むな……という感じの道が結構続いていたので
		やはり早々に諦めたのは正解だったようです。
	

		

	
		半日乗り回してみた感想ですが、交通量が少なく、島全体の道路が元々自動車が走れる程度に整備されている興居島なら
		原付きよりもうちょっと大掛かりな日常の足くらいの立ち位置で使えるのではないかと思いました。
		今回借りたレンタカー以外にも、一人乗りの「コムス」にを置いてある家を何件か見かけました。
		興居島はガソリンスタンドが設置されていなので、電気さえ来てれば本土に渡らなくても補給が可能なのは助かります。
	

		ただ、そこそこスピードは出せるものの街中で他の車に混ざって走るのはやはり怖いです。
		特にブレーキが重いので、国道の流れに乗ってたらまともに止まれる気がしないです。
		逆に離島であっても集落内とか主要道路であればいいのですが、倍力装置なしでクソ重たいブレーキのせいで
		下り坂とかカーブの多い場所だと超危険なのが問題です。
		そして悪いことに離島だと隣の集落まで行くのに山を登って降りるような道になっているのはよくあるという……。
	


	予讃線・下灘駅と道の駅ふたみ (2022 年 7 月 10 日, 7 月 24 日)

	

	

	
		予讃線の下灘しもなだ駅といえばホームから海を見渡すことができ、
		その美しい風景は18きっぷのポスターにもしばしば採用されるほどのものです。
		予讃線の内子新線の開通によって利用者がすっかり減って以来、熱心な鉄道ファンが訪れるくらいだったのですが
		現在は観光スポットとしても注目されて休日はたいへん賑わっているようです。
	

	

	
		ここに訪れるには一日数本の列車に乗って来る、自家用車で来る、そして隣の伊予上灘いよかみなだ駅近くに設置された
		道の駅まで車で訪れ、そこから列車に乗ってくるという 3 つが代表的な方法です。
		今回はまず列車で直接訪れ、日を改めて道の駅に遊びに行きました。
	


	
		
		
	

	
		松山駅です。松山駅は再開発で高架化が計画されているので、この駅舎もあと数年で見納めです。
		ちょっと懐かしい感じの改札とその両脇にみどりの窓口と駅うどん屋さんという光景も駅舎が改築されたら
		近代的なコンコースになってしまうと思うとちょっと残念な気もします。
	

	
		
		
	

	
		ちょうどいいタイミングで列車が待っていたので乗りました。キハ 54 という 1 両だけで運用するタイプの気動車です。
		騒々しいエンジン音と油臭さがたまらないぞ！
		そして2ドア構成で座席がみっしりロングシートなので椅子が超長い！
	

		

	
		
		
		
	

	
		今回の旅の目的は下灘駅ですが、ちょっと通り過ぎて喜多灘きたなだ駅まで行きました。
		この駅は伊予市と大洲市の境界上にあり、ちょうど境界上にこのような看板が建てられています。
		ちなみにこの駅、道路側から見ると駐車場と公衆トイレがあるだけで駅があるようにはとても見えないので
		いきあたりばったりで駅を目指すと通り過ぎてしまいそうです。
	

	
		
		
		
	

	
		喜多灘駅から下灘方面に少し歩くと遭遇する「模型飛行機道路公園」です。
		といっても Google Maps 上でそういうラベルがついていただけで、それが正式名称なのか、そもそもここ公園なのか？という所から謎なのですが……。
		これ以外にもカカシや謎のエイリアンなどのオブジェ？が設置されていているものの、
		どう見ても民家が勝手に設置してるだけで公園要素がないのですが……
	

	
		
	

	
		更に歩いて串駅の少し西側にある「本村川橋梁」です。
		路線上に鉄橋はいくつかあるのですが、鉄橋上を走る列車から海がよく見え、同時に道路から鉄橋を渡る列車がよく見えるとても良いスポットです。
		観光列車「伊予灘ものがたり」がここを通過する時に徐行して海の景色を楽しんでいるところに遭遇すれば下から写真を撮れるのですが、
		通過時間を調べていなかったので今回は鉄橋だけです。
	

	
		
	

	
		かと思えばこの十数分後、串駅に寄った時にちょうど通過していきました……ガッデム！
	

	

	
		
	

	
		下灘駅に着きました。
		今となっては交通機関と言うよりは観光地になっているこの駅にいる人は皆観光客で
		駅の脇にある駐車場に停まっている車も見事にすべて県外ナンバーでした。
		画像の駐車場だけでなく、20 台ほど停められる臨時駐車場まで設けられているのは
		片田舎の無人駅としては破格の待遇ですよね。
	

		

	
		
		
	

	
		18 きっぷのポスターでもおなじみの駅舎は健在です。駅舎の脇にポストがありますが、
		どうも調べたところによるとこのポストに投函すると特別な消印になるといったことは無いようです。
		特別な消印を押してもらうにはちょっと離れたところにある下灘郵便局に投函しなきゃならないとか。
	

		ちなみに駅は恋人たちの聖地的なものにしたいようで、このようなベンチも置かれています。
		別に壊れているわけではなく、真ん中が低くなっているので必然的にお互いが中央に寄り添うという素敵な代物です。
	

	

	
		
	

	
		ポスターで有名なのは海を背に待合スペースの屋根とベンチという構図ですが、その横にこのような立派なひまわり畑があることはあまり知られていないような気がします。
		画像はすでに咲き終わってしおれてしまっていますが、時期的に6月半ばくらいに行けば満開のひまわりを背に映える写真を撮れるかもしれません。
	

	

	
		
		
	

	
		ちなみに私は今は松山に住んでいますが、昔関西に住んでいた頃に旅行でここに来たことがあって、その時の写真が残っていました。
		この時はまだ観光地として盛り上げる空気がなかった頃で人気のないただの無人駅でしたが、
		当時もおそらく地元の人が掃除や手入れをして入れてくれていたようで、駅舎は綺麗な状態で
		待合室のベンチには座布団が置かれていたりしました。
	

		画像の商店は当時から廃業？状態でしたが、営業していた頃はきっぷの販売などの委託業務を請け負っていたらしいです。
		今は建物自体がなくなっていて、休日には最近流行りのキッチンカーがやって来てコーヒーを売っています。
	

		というか、前に来たのいつだったかなと写真のタイムスタンプを確認したら 2002 年の 3 月でした。
		もう 20 年前……。京都発の夜行快速に乗って、ほとんど眠れない状態で到着しても元気に旅行できていたあの頃は若かった……。
	


	

	
		
	

	
		そして翌週、再度車でやってきました。隣の伊予上灘駅の最寄り駅の道の駅 「道の駅 ふたみ」です。
		ちなみに、ここに車を置いて下灘駅まで列車で行くというのは道の駅の目的外の駐車にならないのか気になるところですが、
		実はこのルートは JR 四国公式のモデルルートなので心配無用です。
	

	

	
		
	

	
		道の駅が設置されている国道 378 号線は海岸線沿いを走る国道で「夕やけこやけロード」という別名がつけられているように
		瀬戸内海に沈む夕日を見ながら走れるとても景色の美しい道です。
		右手に見えるのぼりは地元の魚屋さんで採れたての魚やイカを焼いて売ってくれる…はずだったのですが、
		この日は何故かうなぎオンリーだったので買食いにはちょっと贅沢すぎてスルーしました。
	

		なお松山方面からくる場合、行きは松山道・伊予 IC を降りてすぐ 378 号に入れるのですが、帰りは JR に沿って山を突っ切って大洲市に抜けるルート、
		海岸線に沿って八幡浜まで走り切るルートのどちらであっても主要道に合流するのが大変なので、夕日は道の駅で眺めて
		そのまま松山方面に引き返すことをオススメします。
	

	

	
		
	

	
		この道の駅は海水浴場と併設されていて海の家としても機能しているため海水浴客向けに更衣室やシャワールームが設置されています。
		さらに、この日は夏休み真っ盛りだったので浮輪やボートのレンタルなんかもやっていました。
	

	

	
		
		
	

	
		道の駅から少し歩くと伊予上灘駅です。
		この駅は無人駅ではあるのですが放置されているということはなく地元のボランティアの方々との協力で綺麗に手入れされています。
		また、列車の発着時には観光案内の方が見送ってくれます。
		ちょうど駅に来た時に列車が出発するところでした。
	

	

	
		
		
	

	
		伊予上灘駅からさらにもう少し歩くと「三島神社」という神社があります。
		石段を登るのは大変なのですが、なんとか頑張って登りきれれば立派なお社にたどり着きます。
		静かなお社で涼しい風を浴びながら休憩するとなんだか清らかになった気がしないでもないですが、
		そもそも神社を休憩所代わりにする時点で罰当たりなように思えます。
	



	三年ぶりの三津浜花火大会 (2022 年 8 月 6 日)

	

	
		例年、8 月のはじめには三津浜港で花火大会が行われていたのですが、2020 年以降コロナ禍の影響で開催が中止されていました。
		しかし！ 2022 年、ついに 3 年ぶりに花火大会が復活しました！
		普段はインドア派で出かけるのが面倒な私ですがこれはぜひ生で見るしかねえ！ということで
		自転車を駆って三津浜港まで行ってきました。
	

	
		
	

	
		当日は天気予報が曇り時々晴れ、降水確率 10% という微妙な天気で夕方に現地についた時点でもこのような微妙な天気でした。
	

	
		
	

	
		しかし日没近くになると西の方から徐々に雲の切れ間が現れ、日が沈む前には夕日が見えるくらいに晴れてくれたので本当に良かったです。
		三津浜港周辺には屋台が賑わっていて、日が沈んで徐々に暗くなるのに反して色とりどりの屋台の明かりと焼き物の煙といい匂いに囲まれて
		歩き回るだけでも楽しい光景になっていました。
	

		

	
		ちなみに、打ち上げ場所の対岸には有料の特等席が設置されているのですが、三津浜港内のスーパー「LAMU」をはじめ、
		周辺のいくつかの店舗が駐車場を解放してくれているため、無料でも早い者勝ちでいい環境で花火を見上げることができます。
		特に大人数で連れ立って見に行くのであれば駐車場にレジャーシートを敷いて見られるほうが快適なのではと思います。
	

		ちなみに私も今年は LAMU 駐車場のいい場所を取って観ることができました！
	

		幸いにして？三津浜周辺はそれほど高層建築物がないので、高く打ち上がる大玉であれば松山市内北西部のかなりの範囲で観ることができます。
		かなり距離は空きますが海を挟んで梅津寺ばいしんじあたりもかなり綺麗に観られる穴場ではないかと思います。
		思いっきり住宅地なので余所者がうろついてたら通報待ったなしだとは思いますが。
	

	
		
	

	
		花火の本番が始まると光と音と衝撃を楽しむので精一杯で残念ながら写真を取る余裕はありませんでした。
		かろうじて何枚か撮ったうちの一枚がこの画像なんですが、今どきのスマホだとほぼデフォルト設定でも綺麗に撮れるものなんですね……
		スマホに限らずデジタルカメラは夜間はまともに映らないというのももはや古い知識なのだなと感心しました。
	



	南海フェリー 徳島〜和歌山 (2022 年 9 月 23 日)

	

	
		四国、本州間を結ぶフェリーのうち、比較的本数も多く都市部からの交通の便も割と良いほうな南海フェリーに乗ってきました。
		その名の通り大阪〜和歌山を結ぶ南海電鉄の運営するフェリーで、和歌山港は南海の駅と直結しています。
		少し前に廃止された和歌山港駅の隣の水軒すいけん駅の方を知っている「」も多いかもしれません。
	

	
		
	

	
		乗船した日はちょうど台風が通過したばかりで欠航にこそならなかったもののずっと雨で出港してもしばらくは雨が続いていました。
		今回乗ったフェリー「あい」は名前通りの藍色と白のツートンが綺麗な船です。2019 年の新造船でまだピカピカですね。
	

		

	
		
	

	
		港につくと早速萌えキャラのお出迎えです。
		南海フェリーの公式マスコット阿波野あわのまい (左) と高野きらら (右) さん、高校 2 年生らしいです。
		ターミナルビルの窓口や自販機、駐車場入口の看板や船内の等身大アクリル看板など至るところで活躍されてます。
	

		

	
		
		
	

	
		船は 2 時間少々の航海なのでレストランはないんですが、ロビーにラーメンやお菓子の自販機が設置されています。
		ちなみに船価格なのか、カップヌードルが 340 円でした…高い……。
	

		あと、ロビーの椅子は底面が床と鎖で繋がれて固定されていました。
		波に揺られて椅子が滑っていかないように固定しているんですね。
		座ろうとした時に後ろに引けないぞ？となって初めて気が付きました。
	

	
		
		
	

	
		席は前方に椅子席、中央近くにカーペットの雑魚寝席というよくある構造です。
		ちなみに椅子席の前は窓が小さめで、特にパノラマを楽しめるということはありませんでした。残念。
	

		カーペット席はバリアフリーを考慮して車椅子でも床面から段差なく上がれるようになっています。
	

		あと、上層がグリーン席になっていて、追加で 1000 円で上がることが出来ます。
		公式サイトで観た感じ、ラピートとかでも使われてる良い感じのシートで前面展望を楽しむことができるようですよ。
	

	
		
	

	
		船のトイレ脇に描かれていたナイスセンスなイラストです。
		男性トイレのほうは苦無を構えた NINJA かと思ったんですが、法被にうちわを掲げて踊っているところのようです。
	

	
		
	

	
		出港直後に見かけたオーシャン東九フェリーの「フェリーしまんと」です。
		この距離でも船体の錆が目立ってますね……
	

		

	
		
	

	
		和歌山につく頃にはすっかり雨がやんでいました。
		せっかくなので水軒駅跡を見に行ってみたら、駅の面影はもう完全に残っておらず、公園になっていました。
	

		

	
		
		
	

	
		この日は北上して堺のホテルに泊まったんですが、途中のりんくうプレミアムアウトレットで夕食にしました。
		昔一度来たことがあった時にはまだプレミアムアウトレットが出来たばかりで周囲はほぼ空き地状態だったんですが、
		今はかなり賑やかになってなっていい感じですね。
	

		夕食はアメリカン中華のパンダエクスプレスでいただきました。
		このジャンキーな味がたまらないのですが関西圏はここだけなのがつらいので中四国にも進出してほしいものです。
	


	ジャンボフェリー 神戸〜高松 (2022 年 9 月 24 日)

	

	
		昨日徳島から南海フェリーで本州に渡り、大阪で一泊した後帰りは神戸から小豆島を経由して高松まで行くジャンボフェリーで四国に戻ってきました。
		阪神高速を久しぶりに走ったんですが、大阪神戸あたりの道は急カーブだわブラインドコーナーだわ混んでるのに分岐まで猶予無いしで
		のどかな松山道に慣れた身にはハードすぎました。
	

	

	
		
	

	
		ところで今回大阪に泊まった際、「部屋から南海電車を眺められるトレインビュー」という部屋を予約しました。
		高層階から駅を見下ろすことができる部屋かと思っていたのですが、なんか思ってたのと大分違うぞ？
		いや確かに窓の目の前を走るトレインをビューできるのですが、単に線路に面した部屋をトレインビューとは物は言い様だな！と思いました。
	

	

	
		
		
	

	
		ジャンボフェリーは神戸のポートターミナルから出港します。
		日曜の朝だったので渋滞を警戒して早めに出たら早めに着いてしまったので、いかにも港って感じの港なトラックヤードで待機です。
		私のエブリイが写っていないのは小豆島行の車を先に積むため、高松行の車は駐車場の隅っこに待機させられていたためです。
	

		港には今回乗るフェリーの他に写真の船がすでに泊まっていました。
		このフェリーは夕方に神戸を出港して翌朝宮崎に到着するようです。これもいつか乗ってみたいと思ったのですが、
		どうやら 2022 年 10 月に引退して新造船に交代したようです。最近はどの航路も船の世代交代が進んでいるので乗りたい船がたくさんあって大変です。
	

	

	
		
	

	
		これが今回乗った「こんぴら２」です。
		もう少し全体が映る位置から撮りたかったのですが、トラックの積み込み準備が始まっていてあまりうろつくわけにいかなかったのでこの残念写真です。
		ジャンボフェリーも近年の世代交代の波に乗って新造船「あおい」が就航済みなので、また機会があれば利用したいところです。
	

	

	
		
	

	
		大抵の昼行便のフェリーは客室が 1 〜 2 層の構造ですが、この船は客室が船体の半分くらいしか無い代わりに 3 層＋屋上の展望スペースという豪華な構成になっています。
		船体の残りの半分はコンテナ積み込み用のスペースになっていて、小豆島への貨物輸送の役割を果たしているんですね。
		雑魚寝スペースも1フロアまるごと確保されていてとても広い !
	

	

	
		
	

	
		客室スペースの 2 階は売店と軽食スペースですが、そこにはこんな掲示が。
		うどん優先席なんて初めて見た…
	

	

	
		
		
	

	
		屋上デッキは人工芝が敷かれていて座ってよし、寝転んでよしの快適スペースです。
		また、デッキの壁にはこのような絵本風の壁画が書かれています。
		内容が気になった「」は乗船ナウ！
	

	
		
	

	
		天気が良ければ明石海峡大橋を見上げることも出来ます。
		しかし海上は風が強いので帽子を飛ばされたりカメラを落とさないように注意です。
	

	

	
		
		
	

	
		途中、小豆島の坂手港に寄港しました。流石に途中下車的なものはないので屋上の展望スペースから港を見下ろしました。
		桟橋に設置されているこの謎のオブジェは瀬戸内芸術祭の出展作品「スター・アンガー」です。
		この場所は灯台の跡地で、このオブジェは灯台の光と水の神である龍をイメージした作品だそうです。
	

		待合室には何だか立派な壁画が描かれていますが、これは特に芸術祭とは関係無いようです。
	

	

	
		この後高松東港に到着したのですが、残念ながらそこで語ることは特にありませんでした、
		ちなみにジャンボフェリーが発着するのは一般的にイメージされる JR 高松駅前の高松港 (高松築港) ではなく
		高松「東」港なので、ここから乗る場合は特に注意です。
		高松道の高松中央 IC から真っ直ぐなので高速経由で利用する場合はこちらのほうが都合が良いのかもですね。
	


	宮島フェリー 宮島口〜宮島 (2023 年 1 月 8 日)

	

	
		今年のお正月は厳島神社で知られる宮島へ渡るフェリーに乗ってきました。
		宮島フェリーといえば、青春 18 きっぷの説明で宮島航路として特記されているので名前だけは知っていたのですが、実際に乗るのは今回が初めてです。
	

	

	
		
	

	
		愛媛から広島まではいつも通りフェリーで、そこから電車で宮島口まで行きました。
		広島電鉄は昭和の時代に他社から移籍してきた車両と、「グリーンムーバー」シリーズのような現代的な連接車両が共存してるのいいよね……。
		この画像の元・京都市電は 1970 年代に移籍してきた車両らしいです。
		車両が製造されたのは 1950 年代というのでもう 50 年以上使われているんですね。
	

	

	
		
		
	

	
		広島からは JR で宮島口まで、そこからは船に乗って宮島に渡ります。
		宮島汽船は宮島松大汽船と JR の 2 社が運行していて、この日は合わせて 4 隻の船がピストン運行していたのですが
		それでも港はかなりの行列でした。
		初詣の人でも三が日がすぎれば多少は空くのではないかと気楽に考えていたのですが、よく考えたらこの日は
		正月明け直後の三連休なのでむしろ県外からの観光客も多く訪れていたのですね。そういう私も県外の観光客なのですが。
	

	

	
		ごく短い距離をピストン運行なので反対側からくる船とすれ違うのですが、乗ってる人が互いに手を振る光景って良いですよね。
	

	

	
		
	

	
		宮島に上陸すると港の眼の前からお土産に食事、旅館が立ち並ぶ楽しげな光景が広がっていたのですが、
		私が到着したのはちょうどお昼すぎ、しかも三連休で観光客がいっぱい！
		なので非常に悲しいことにどのお店も物凄い行列と混雑で入ることが出来ませんでした。
		カキ、焼きあなご、そしてもみじ饅頭と立ち寄りたい美味しいお店がたくさんあったというのに！ですよ。

		存分に宮島グルメを楽しむには島内の旅館を予約しておいて、日帰りの人が帰ってからゆっくり巡るべきなのかもしれません。
	

	
		
	

	
		あと驚いたのが島内の至るところにシカがいたところです。
		山の中ならともかく港の前や厳島神社周辺の街中にも普通にいました。
		人にも馴れているようで、観光客が撫でても全然逃げないんですね。
		一応観光客が食べ物をあげるのは禁止しているようですが、食べこぼしを拾い食いしてたりして
		人の多いところに行けば食べ物があるというのはわかっているようでした。
	

	
		
		
	

	
		肝心の厳島神社ですが、もう入口からとんでもない人混みだったので参拝は諦めて外から眺めるだけとなってしまいました。

		この後ちょっと離れた場所の食堂で遅い昼ご飯を食べながら耳にしたところによると、元旦は参拝するだけで 6 時間待ちになったのだとか。
		神社の拝殿は海の上に建てられた建物を渡り廊下で移動するような構造になっていまして、この写真では引き潮気味なので建物の下が砂になっていますが
		潮が満ちていれば水の上に浮かぶ神社のような光景になります。

		鳥居の方は逆にもっと完全に潮が引けば鳥居の下辺りまで地面になって、歩いていくことができるようです。
		写真の鳥居の右側に小さい船が見えるのですが、このように船で鳥居の下まで近寄ってもらえるツアーもあるようです。
	

	

	
		
		
		
	

	
		帰りは同じルートで帰るのはつまらないので、別ルートで広島港直行の高速艇を利用してきました。
		どちらかというと広島港の隣、宇品うじな島のプリンスホテルからの旅行客を乗せるための船のようですが、
		電車に船に徒歩にとちょっとした小旅行の旅路を一気にショートカットして帰れるようなちょっとオトクな気分でした。

		なお、この桟橋は先程の宮島口からのフェリーが着く港とはちょっと離れた場所にあるので要注意です。
	

		船の先頭側は何やらソファーが配置されて VIP 向けの風を装っているようですが、特にそういうことはなく誰でも利用できます。
		この時は大学生のグループらしき集団が島で買ったお土産のお披露目会をしていました。
		あと、確認はしていませんが、この階段を登ればグリーン席的な真の VIP 向き座席があったのかもしれません。
		あるいは単に乗組員用のスペースがあるだけかもしれません。外観的にちょうどこの上が操縦席っぽいですし。
	

	

	
		ちなみに、この港からは広島港行きの他に平和記念公園行きの船も出ているようで、こちらは川に沿って広島の市街地を船で進むようです。
		こちらはこちらで興味深いので一度乗ってみたいですね。
	


	3 年ぶりの愛媛マラソン (2023 年 2 月 12 日)

	

	
		愛媛県では毎年 1 月〜 2 月頃に愛媛マラソンという大規模な市民マラソンが開催されています。
		2021, 2022 年はコロナ禍のため中止されていたのですが、2023 年は久しぶりの開催となりました。
		正直なところ私はスポーツには全く興味がないのですが、それでも公道を封鎖して一万人が参加する大レースは
		浪漫すぎて見物に行かざるを得ないというものです。
	

	

	
		コースは松山城の足元、県庁前からスタートして国道 196 号を北上、北条バイパスに上がって海と空を横目に見ながら折返してきて
		また松山城前の公園まで帰ってきてゴールというコースです。
		普段車で走るぶんには流れの良い気持ちの良いコースなのですが、生身で走るとアップダウンが激しく海からの横風も強烈で
		なかなかしんどいらしいです。
	

	

	
		
	

	
		推しの選手に声援を送りたいとなればコース上で選手が通りがかるまでずっと待つしかないと思っていましたが、
		最近は PC、もしくはスマホ上からこのように選手の現在位置を確認することができるんですね。
		選手のゼッケンに IC チップがつけられていて、コース上のゲートの通過状況から現在位置を確認することができるようです。
	

		ちなみにこの画像の岡山春紀選手は前回の優勝選手にして今回は招待選手として参加されていました。
	

	

	
		
	

	
		コース上で応援している人…かと思いきやカカシの集団です。
		集団のカカシというのは謎の恐怖心を覚えるものですが、さらに手前の見切れている場所には
		電柱の影でカメラを構えるカカシがいて、通りすがりに不意打ちで目に入ってマジに驚きました。
	

	

	
		
	

	
		個人的にコースの一番の見所はこの場所、R196 から北条バイパスへ分岐する平田交差点です。
		往路では急激な上り勾配を抜けると左手に海と空の青、興居島の鮮やかな緑色が目に入る絶景ポイントであり、
		復路ではいよいよスタミナが尽き始めたところで下り勾配で強制ペースアップからの直角カーブという
		ランナー殺しのポイントになっていて、実際ここで脚を痛めている選手も多数見かけました。
	

		また、テレビ中継を見ているとここの下り勾配あたりで力尽きた選手が県知事に励まされるのが恒例の光景になっています。
		(愛媛マラソンは何故か松山市長と愛媛県知事も選手として参加することが恒例となっています。まさか政治家になってフルマラソンを走る羽目になるとは思わなかったでしょうね……)
	

		ちなみに日記画像に書いている弊社社員と多数遭遇したのもここでの出来事でした。
		弊社どうなってんの？いつからこんな体育会系に？？
	

	
		
	

	
		この交差点には写真のような大型サイネージが設置されていて、普段は広告動画が表示されているのですが
		今日だけはマラソンモードで選手への激励が表示されていました。
	

	

	
		
	

	
		マラソンの大会中は市内各所で自動車の通行が制限され、選手が通過した箇所から順次解放されていくのですが
		開放直後はこんな感じで日曜の昼だと言うのにゴーストタウン状態の不思議な雰囲気になっています。
		この数時間後には車の流れも普段通りになって、まさに「祭りの終わり」と言った感じの何とも言えない気分になります。
	


	沖縄にハンバーガーを食べに行った (2023 年 2 月 23 日)

	

	
		A & W という沖縄のみ店舗を展開しているハンバーガチェーンがあります。
		湿布味でおなじみルートビアをドリンクで提供しているというところで有名かもしれません。
		急にその A & W に行きたくなって、実際に行ってきてしまいました。
	

		松山からだと 1 日 1 往復飛行機が運行しているので行くのは簡単です。
		事前に調べたところによると、沖縄の冬は気温は高いものの北風が強くて体感は寒い、
		雨が多くて屋外の観光は向かないとのことで念の為傘を持っていったのですが
		二泊三日の旅行中は幸いにしてずっといい天気で暑いくらいでした。
	

		沖縄観光といえば夏！のイメージだったので冬場ならオフシーズンで空いているだろうと甘く見ていたのですが予想外に満員で驚きました。
		みんな 2 月 24 日を有休にして四連休にしたんですね。
	

	

	
		
		
	

	
		沖縄に行くにあたって、ぜひ見ておきたかった日本最西端、最南端の駅！
		最西端は那覇空港駅、最南端は赤嶺駅で、それぞれ駅前にモニュメントが設置されています。
	

	

	
		
		
	

	
		ちなみにゆいレールはモノレールなので、「二本の鉄のレールの上を走る鉄道」という範囲では
		最西端はたびら平戸口駅 (松浦鉄道) 、最南端は西大山駅 (JR 九州) で、
		それらの駅にもずっと昔に旅行に言った時の写真が残っていました。
	

		関係ない話ですがこの頃の写真を見返していると、どうも私はこの頃から旅行にポータブル GPS を持ち歩いていたようです。
		この頃使っていたのは PocketPC (Windows CE を搭載した PDA、今で言うスマホの前身でしょうか) に挿して使うコンパクトフラッシュ型の機種で
		ちょっと天気が悪かったり横に建物があるだけでまともに測位できなくなるという、今からだと信じられないようなクソ性能でした。
	

	
		
	

	
		たびら平戸口の駅前で測位したと思われる画面写真です。
		デジカメの性能もいまいちだったのか、ちょっと薄暗いだけでもマクロ撮影がまともに撮れなかったような覚えがあります。
		数字すらまともに読めねえ！
		スクリーンショットじゃなくて画面を直撮りしてるのは…なんでなんだろう。キャプチャソフトはこの時代でもすでに CaptCE とかあったはずなんだが……
	

	
		
	

	
		一方、今愛用してる Foretrex301 はホテルの中でも窓際なら余裕で即位できるナイス GPS です。
		北緯 26 度、東経 127 度という本土にいたらまずお目にかからないような数字に興奮して思わず撮りました。
	

	

	
		
		
	

	
		今回の旅の目的地とも言える A & W です。店舗自体は空港や国際通りにもあるんですが、
		ガソリンスタンドに併設というとてもアメリカンな雰囲気が気になった「那覇新都心おもろ店」に行ってきました。
		店内もとてもアメリカンな雰囲気だったのですが、プラスチックみたいな硬い椅子までアメリカンテイストにしなくてもいいんじゃねえかな……
	

		前に見かけた沖縄旅行のスレで「」がおすすめしていたカーリーフライ、それにルートビアフロートをいただいてきました。
		ふつうのルートビアは本土でも通販できるのですが、フロートは現地でないと飲めない！ということで、
		湿布の匂いとバニラの匂いを満喫してきました。
	

	

	
		
	

	
		飛行機到着時のアナウンスによると現地気温は 24 度、とてもいい天気でジャケット要らねえな……となりました。
		驚いたのはビーチで海に入って遊んでいる人が結構いた事。温かいっていっても 2 月だぜ！？
	

	
		
	

	
		ビーチの近くの道路に立っていた龍柱。琉球王国では建物などの玄関となる場所を守護するために龍柱を建てたのだとか。
	

	

	
		
	

	
		今回は乗りませんでしたが、沖縄本島から近隣の離島へのフェリーが発着する泊港です。
		座間味島や慶良間島、粟国島といった比較的近い島に加えて大東島への便もあるようです。
		石垣島や宮古島は飛行機でしか行けないようです。
	

		離島へも行ってみたいところですが、それなら十分に予定を空けていったほうが良いでしょうし、離島のリゾートなら夏のほうが楽しいでしょうし、
		そして夏なら台風が来たときに備えてさらに予定を空けておいたほうが良いでしょうし、悩ましいところです。
	

	

	
		
		
	

	
		沖縄まできて観光地らしい観光地に一つも行かないのももったいないかと思って行ってみた首里城です。
		がっかり観光地としてよくネタにされる守礼門、そもそも門にそんな過剰な期待するなよと思っていた直後に控えている
		歓会門、瑞泉門で一気に城度が急上昇してテンション上がってしまいましたよ。
	

	
		
	

	
		そして個人的に一番感動したのがこのアザナ (物見台) からの光景です。
		城の東西それぞれにあり、那覇の風景を一望することが出来ます。
	

	
		
	

	
		肝心の正殿は 2019 年の火災で消失して 2023 年現在再建作業中です。
		写真のプレハブの中で債権作業が行われている様子を外から観ることが出来ます。
	

	

	
		
	

	
		首里城からホテルに帰る途中に寄った与儀よぎ公園の桜です。
		事前に調べた所では沖縄の桜の見頃は 2 月中旬〜下旬だったはずなのですが、今年は更に早かったようで
		すでに半分葉桜のようになっていました。
	

	

	
		
		
	

	
		漫湖まんこのほとりに立っていた巨大なカニのオブジェとカニの形をした公衆トイレです。
		なぜカニなのかは「」の知識を持ってしても謎のままでした……
		そういえばアニメ「生徒会役員共」の沖縄修学旅行回でネタにするだろうと思っていたのですが特に触れられてませんでした、漫湖まんこ。
		特にギャグに結びつけるネタが思いつかなかったんでしょうかね。
	

	

	
		
	

	
		国際通りの入口にある A & W のさらに上にある街頭ビジョンで歌と動画を好評放送中のバーチャルアイドル、根間ねま ういさんです。
		沖縄の観光促進のための活動をしているそうで、国際通りのお土産屋さんにも根間ういグッズがいろいろと売っていました。
		一時期は AKB 派生のご当地アイドルグループが流行りましたが、今のはやりはご当地バーチャルアイドルなんですな。
	

	FOX・グルメ

	
		
		
	

	
		沖縄に来たら一度は食べておきたいソーキそば。
		柔らかく煮込まれた骨付き肉が入っていますがスープは割とあっさり目。
		ちゃんと (?) コーレーグースを入れてからいただきました！
	

		そしてデザートにはぜんざい。沖縄のぜんざいは小豆ではなく金時豆が入っています。
		大粒の豆がたっぷり入っていてこれ単品でも結構な食べごたえがありました。
	

	
		
	

	
		国際通りのファミマに観光客向けと思われる「沖縄コーナー」なる売り場がありまして、そこでは沖縄のご当地フードが売っていました。
		そこで買ってきたのがこの中味汁。豚のモツが入ったスープなのですがいわゆるホルモン鍋的なものではなく、極めてあっさりした味付けでした。
		正直なところあっさりしすぎてイマイチぱっとしない味だったのですが、もしかすると好みによってコーレーグースを入れて調整するものなのかもしれません。
	

	
		
	

	
		中味汁と一緒に買ってきたご当地ドリンクたち。
		沖縄といえばさんぴん茶 (ジャスミンティーらしいです) という気もしますが、なんかトロピカルな雰囲気のハイビスカスティーにしました。
		あとシークワーサーは沖縄に来たら一度は飲んでおかないとね！ということで。
	

	
		
	

	
		帰りに那覇空港で昼ご飯を食べるときのこと。
		空港で軽く食べるのに良さげなものに
	

	
			ポークたまごおにぎり

			大東寿司

			琉球サンド

	

	
		がありまして、そのうち大東寿司は残念ながら売り切れ、残りの 2 つのうち、珍しげな琉球サンドを食べてきました。
		コンビーフを挟んだサンドイッチを揚げたもので、美味しかったのですがとにかく油がやべえ……。
		ひとつが小さめではあったのですが、大きさにだまされて 2 個食べてたら間違いなく飛行機で酔ってましたね……
	

	

	
		
	

	
		お土産を買ってきました。

		ボンタンアメの沖縄限定フレーバー、シークワーサーアメとパイナップルアメ、
		ビールのおつまみに最適なオリオン・ビアナッツ、根間ういさんのキーホルダーに
		沖縄の交通系 IC カード、「OKICA」と一枚持って帰ってきたゆいレールのきっぷです。
	

		ゆいレールのきっぷは磁気テープ式ではなく QR コードを読み取らせて認識するタイプで、
		どんなコードが入ってるのか興味があって持って帰ってきたのですが残念なことにスマホの QR コードリーダーでは読み取れませんでした。
		QR コードの半分くらいが茶色く塗り潰されているのですが、どうもこれが汎用のリーダーで読み取らせないための偽造防止用加工らしいです。
	


	ふるさと交流館 さくらの湯 (2023 年 3 月 19 日)

	

	
		愛媛の温泉で一番有名なのは道後温泉ですが、それ以外にも各所に温泉があるようです。
		今回行ったさくらの湯も松山市の東側、東温とうおん市に湧き出している天然温泉で、
		松山市駅からバスで一本で行けます。
		そんなわけで今回は珍しくドライブではなくバスで日帰り旅行してきました。
	

	

	
		
	

	
		松山市駅からバスで揺られること約 1 時間、着いてみれば思ったよりも立派な施設でした。
		建物の左奥側が大浴場、右手前側がロビーと食堂などで、今回は利用しませんでしたがジムやプールもあるらしいです。
	

	

	
		
	

	
		隣には東温市の物産センターが設置されていて、地元の農産物や手作りパン、お菓子などが売られています。
		道の駅の特産品コーナーみたいですね。
	

	

	
		お風呂の写真を取るわけには行かないので文章だけですが、温泉の利用ははよくある券売機で入場券を買って入るタイプ、料金は 500 円でした。
		アミューズメント施設併設のスーパー銭湯である「キスケの湯」が 700 円だったのに対して、
		こちらは通常の銭湯の料金に合わせた感じなんでしょうかね。
	

		ここの温泉はアルカリ性で「とろみ」があるとの説明がありました。
		入った時になんか肌がヌルヌルして石鹸が流せてないような感じがしたのですが、どうやらアルカリで肌が溶けていたようです？
		神経痛とか関節痛、疲労回復に効くらしい……最近背中の痛みが気になりだしてきたので通っても良いかも……
	

	

	
		先に書いたようにこの施設は食堂もあり、温泉でいい汗かいた後は食堂でご機嫌な晩酌を楽しむことが出来ます。
		メニューは特に観光客向けということはなく、一般的な定食メニューや一品物が揃っていて
		地元の方がお風呂のついでに外食を楽しむのにも良さそうに見えました。
		私は麻婆豆腐定食をいただきました。おいしい！
	

	

	
		
	

	
		温泉に入りに行くだけではちょっと物足りないので、この近くの国道 11 号線沿いにある「母恵夢スイーツーパーク」にも行ってきました。
		いつも松山道を走っている時に「母恵夢」の建物だけは見えていたものの、どんなところか見たことはなかったのでこの機会に。
		ちなみに 11 号線をさらに松山沿いに行くと、栗タルトや「どら一いち」のハタダの「できたてお菓子館」があります。
		こちらも機会を見て行ってみたいところです。
	

		スイーツパークの展示は残念ながら撮影不可だったのでこれまた文章だけですが、
		社名にもなっている焼き菓子「母恵夢」の製造工程をガラス張りで見学できる工場になっています。
		たくさんの焼きたての母恵夢がベルトコンベアに乗って流れていくのは見ているだけでも楽しいものです。
	


	

	

	
		
	

	
		ここは工場に直売店も併設されていて、同社のいろいろなお菓子を買うことができるのに加えて
		焼きたての母恵夢や焼きモンブランといったお菓子をイートインでいただくことが出来ます。
		まだ温かいお菓子でごきげんなおやつタイムだ……。
	

OEBPS/images/20220710_shimonada/kiha54.jpg





OEBPS/images/20220724_futami.jpg
B AHICRER A
SR MRS T
7
Sy 937151

B JIET E R PRAERITTII
SRIREITLTOIRITE 91 TPt 51>, L2 LTI

Léﬂ,.ﬂ;;&\-) )7:H
&
SN ERRIB

ﬁf’ihﬁmll n Efi_éfv
§ I Vh KAV SIS 3 1.

HRENL

: 193 % 135
RETRAMLLOT A ETLETS (MRILA 2, 135CT

Nl LR LLTEATTHY
A Geibe Fl EAA LAY = ) 5 1
Rl EFII-RSLOTTE PRSP autea ¥ (F3w)

(NBLUECK howd Lk

§ S UHNENRTCLIZTLR
TRBREDFAL LOULNZAT LR

LreRNS2 770 KUy
HRE)LTARTOLT

zzZ





OEBPS/images/20220506_shodoshima/dai1_kokusai_panda.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/meiro.jpg





OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry/roof.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/takagisan.jpg





OEBPS/images/20220528_cpod/dashboard.jpg





OEBPS/images/20220923_nankai_ferry/toilet.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/nishioyama_06.jpg





OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry/trackyard.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/akamine_station.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/kitanada_station.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/angel_road_overview.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/kani_robot.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/tabira_05.jpg





OEBPS/images/20230108_miyajima/torii.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/tabira_08.jpg
@ %

s+ 9

B9 ses v n
" 18 lew WY
[ | S0 R

.;un "o






OEBPS/images/20220806_hanabi/cloud.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/takagisan_port.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/dai1_kokusai.jpg





OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry/ehon.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/room.jpg





OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry/akashi_brdg.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/dai1_kokusai_map.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/mishima_shrine.jpg





OEBPS/images/20230319_sakura/sakuranoyu.jpg





OEBPS/images/20220528_cpod/yura_port.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/r378.jpg





OEBPS/images/20230319_sakura/sweetspark.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/garmin.jpg
goto  mark






OEBPS/images/20220923_nankai_ferry/panda_express.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima.jpg
BEHRICHEEL

A TEVNVOEHT

S St7 3/ N

/6 SRR b THIT

i 0 L1 <) 13X EENIZT [T S {0 A
ERE@%7.) —
IR

y B0 ~ pm(hEE)
= BT ARRX TN

* %ﬁﬂ@_‘f‘g%é NAZZAT]

Va
T

k
‘ 3
i
( ']
i

+ -Vt
ECh3Lreak

AL

SEXLAMTNZED
SCLTRNTERLE g
SeAE

:kl;{l)llé’_g

& ooy 1941 1L
/il”“'?i“”’“_' Ik

Bra, 10T
f— i’--:lf/?},?‘ ypI D LTdLl

7227





OEBPS/images/20230223_okinawa/nema_ui.jpg
BRODAINU-—





OEBPS/images/20220528_cpod/ship_room.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/dai1_kokusai_room.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/zenzai.jpg





OEBPS/images/20230212_marathon/kakasi.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/shuri_azana.jpg





navigation-documents.xhtml






	Navigation



	

				小豆島旅行 (2022/05/06)



				興居島で C+POD に乗った話 (2022/05/28)



				予讃線・下灘駅と道の駅ふたみ (2022/07/10, 07/24)



				三津浜花火大会 (2022/08/06)



				南海フェリー 徳島〜和歌山 (2022/09/23)



				ジャンボフェリー 神戸〜高松 (2022/09/24)



				宮島フェリー 宮島口〜宮島 (2023/01/08)



				3 年ぶりの愛媛マラソン (2023/02/12)



				沖縄にハンバーガーを食べに行った (2023/02/23)



				ふるさと交流館 さくらの湯 (2023/03/19)



	









OEBPS/images/20220923_nankai_ferry/premium_outlet.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/takagisan_wrapping_ship.jpg





OEBPS/images/20220528_cpod/road_flat.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/shimonada_station.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/omiyage.jpg
I
i1 I “‘“ AN,





OEBPS/images/20220710_shimonada/road_park_arien.jpg





OEBPS/images/20230212_marathon/ouen_navi.png
G Solect Language ¥ [FBOBRE

HEORBIETSY >

azsancses, e iantasy.
i mainarEs sTsiase
e

e
L —
S
e @
=





OEBPS/images/20230212_marathon/empty_road.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/meiro_2.jpg





OEBPS/images/20230108_miyajima/miyajima_ship_crossing.jpg





OEBPS/images/20220528_cpod/cpod.jpg





OEBPS/images/20230108_miyajima/itsukushima_shrine.jpg





OEBPS/images/20230108_miyajima/miyajima_ship.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/dofuchi_shomeisho.jpg
¥
THE STRATT OF DOFUCHI

Bt

L T D e s i






OEBPS/images/cover.jpg
“ZP3C FW

2022#41
"/






OEBPS/images/20220806_hanabi/sunset.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/angel_road_isle.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/iyokaminada_station.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/shimonada_08.jpg
SSSEEC






OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry/udon_permit.jpg
SR VRNS






OEBPS/images/20230319_sakura.jpg
BORICHEEESL
HEATHLWWVPE ST

3/17 18 2117, TSEL

4)}1"\'- s I)YL\ Jo
WA BB J;x“v‘lfﬂ‘i‘iu:

BRENSBANS A8
R NNCCERI L

B Tats TUPREIRE
DAL ”watﬁ}ij'

LG EE2-) -y

NN - IBRF +ERAN-2))
[ BUinio). o
IRLATE B 3 g g snind
k F N U

B AN

£ )W
2i7zz22

o4





OEBPS/images/20220710_shimonada/shimonada_10.jpg





OEBPS/images/20230108_miyajima/rapid_ship_upstair.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada_2.jpg
BORICHEEESL
HEATHLWWVPE ST

o B 5317 Pk

3R NE

’52 mwiﬂhn\ 02940 3% 5655 arElc

/! "-'9925%L

LALIAN AR
13?)%1 SERELRHHEILENET

B SZat-ak iz K/ 1734
DIEBNGT IR -

B oeBlant NOFT

zzZ





OEBPS/images/20220528_cpod.jpg
BEARICEEEIL
EIFAITHLVNVOESHT

/2 8 KA, 1;0,);&17:\(-1130 -

+. o ot ;:5119{.\@’_(
%ibﬁ.’}iﬁ\?’_m N3 oIRHE TS p

l)-,lj’“/)ﬁ\ (/ ) | #-t
2\ ./ff*;f“
BEEA

Ay FOX 501
1hid agmf m AN RERRT Y

bECETRPRN ZRE RN LS

LIAFILETS) 54‘1«?7

BT TTEL LT IL0F B E L
>0 i*ﬁi}fﬂ«.;c@,(;n 2

a«‘ 3 %”:‘()*L '/)bﬁ)l‘f\

R 3 B SRR EN T : ) |
FEuRNRTT o ? 2

A=T1K A SIS AS BT 727






OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry.jpg
BORICHEEESL
HEATHLWWVPE ST

C?/ZA/’ 5‘\*’}7"\“71')— f:t#ﬂ fi(j:

D)= A5 2 DTN -R I AT S
Seh S - -~ LT £ SJUA TN

WPIE ~NEE ~ Bt PHLTRRERWL I T

x37 !

R Fietint
FI3AT327% 20

WP 1903 ~ BT ¢

IROMES X 91 b T
hRET &3¢ HENT'T,

NEBBL R §%

E,.

B3I B0E DA -

DREEIITE JEPFA2SKH KTl
FOX: 1701 @AM Mz B0 paaTLINILE: ..
T (—g
Dﬂg EEIN
[Jo
NES

|

o (TS A ST
— P Iihpresay

=

— S Oan 3t eapip-
I

7

2727





OEBPS/images/20220506_shodoshima/yokai.jpg





OEBPS/images/20220923_nankai_ferry.jpg
EOHICHETEIL
HEATHLWWVPE ST

/
1225, L 9CRRIE

S T fozu B R("

| RS Rod Y

B AE EATT A
OFl < ); 1y
N g
‘ 1
|

AIECRL 0
Rl vy

191555 (Ut0n) . IDPA

TR 830y (AN-k0%) TR e o A

67T ' . 121 kot
7 f Flojg vt~z
HIXLLTT

4C3 7L PLPH ALk 9PE
277





OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry/kobe_express.jpg





OEBPS/images/20220923_nankai_ferry/suiken_park.jpg





OEBPS/images/20230108_miyajima/shika.jpg





OEBPS/images/20220806_hanabi.jpg
BORICHEEESL
HEATHLWWVPE ST

8/ 343)NIRATLAL

4 —OERL PRI Tk 2L T KAS T A
SH LK BRNENT 2912 17,7 500

RNz S F U LS
4B IFOX!

 conml
23140 R ARKERRRILRAS £ TT

AHEORR LA O L
wrev T B TRTER R
LR T RN

WL A TRE

TRt nigatus.) RhnTACGIRLAMRS L EATTA

22T IFZ U Y0 LA
T LahTmict,

SNERE) TAUIRRCENT B A kA

o4





OEBPS/images/20220923_nankai_ferry/kirara_and_mai.jpg





OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry/train_view.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/aw.jpg





OEBPS/images/20230212_marathon.jpg
BEARICEEEIL
HHATHENRES T

EEI5Y izbd) B efm0LTT A
5 B3, T30 7L R Sat T AT 7
I3 F4135) |APLEOUTTN wsiamsectivitietor
VFRITELO0090: 00 2SR TR T,
3184
fariEsraeRnto
BB 51

29-1d fgaT FLe TR
BIL R 105
TRIBaA i PRSETBLLTINK)

Y30~ Fox
AT AL

BH 5?2150 27
7277





OEBPS/images/20220506_shodoshima/dai1_kokusai_udon.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/setoohashi.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/dragon_piller.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/fried_sand.jpg





OEBPS/images/20220923_nankai_ferry/ferry_ai.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/aw_shop.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/mishima_shrine_gate.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/shimonada_sta_parking.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/road_park_kakashi.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/nakami.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/naha_airport_station.jpg
BAREHOIR

wuwlolb
aﬁiﬁ&ﬁ&&&

F8





OEBPS/images/20230319_sakura/bussan.jpg





OEBPS/images/20220923_nankai_ferry/robby.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/tomarin.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/olinpia_dream_darin.jpg





OEBPS/images/20230108_miyajima/kyoto_tram.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/yosan_line.jpg
iR

— @ @ - @
— o
3 &£ T 2%
A2 5 3 7
5 % g
-k 7





OEBPS/images/20220528_cpod/takahama_port.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa.jpg
EoRICHEERBL
EIATHOREY T

RNy £
hEPE R 1KY !
LR ,.
IR 2ATE I
57"7‘77(1 ‘I&LT zAﬁ‘)aLf

a Rionzs oy
" ?&u 24C ..
//

®0h) HHLO3NTLE A | - e
K, 0T HAB)TIEA UL - ok )

4.

2727





OEBPS/images/20220506_shodoshima/shikoku_moetai.jpg





OEBPS/images/20230212_marathon/neon.jpg





OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry/konpira2.jpg





OEBPS/images/20220923_nankai_ferry/chain_under_seat.jpg





OEBPS/images/20220923_nankai_ferry/green_seats.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/gomaabura_ice.jpg





OEBPS/images/20220806_hanabi/hanabi.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/matsuyama_station_gate.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/shuri_shureimon.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/kiha54_2.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/ikeda_port.jpg





OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry/akashi_bridge.jpg





OEBPS/images/20230108_miyajima/miyajima_town.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/motomuragawa_bridge.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/futami.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/dustbox.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/pet_bottle.jpg





OEBPS/images/20230212_marathon/r196.jpg





OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry/carpet_floor.jpg





OEBPS/images/20230108_miyajima.jpg
BEARICEEEIL
HIMTHOLPES T

B TR RER

PIVRICLIL.

PR NN U TSy
B33 IR TR RAGARE .

RoUAS 1K S-IvEA T T4 R TT

BoEEo0sn %

TE g3 {Eakinw

o4z
A ket

o4





OEBPS/images/20230223_okinawa/sakura.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/iyonada_monogatari.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/dinner.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/love_bench.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/shuri_gate.jpg





OEBPS/images/20220528_cpod/window.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada.jpg
BORICHEEESL
HEATHLWWVPE ST

Yo Zowszy Zhmed3

é']lj_r_[ N 2T LT T
F231PT iz 3 13t

CelRotLsnA

gty
‘M"‘ﬂ%::l;;@"l‘ét
Al lm.

L5
LT NIE

o4





OEBPS/images/20230223_okinawa/soki_soba.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/shuri_castle.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/kani_object.jpg





OEBPS/images/20230319_sakura/sweets.jpg





OEBPS/images/20220923_nankai_ferry/ferry_shimanto.jpg





OEBPS/images/20230108_miyajima/rapid_ship.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/road_park.jpg
“}I
li3d.
H






OEBPS/images/20220506_shodoshima/olinpia_dream.jpg





OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry/sakate_port_2.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/dofuchi.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/iyokaminada_station_2.jpg





OEBPS/images/20220924_jumbo_ferry/sakate_port_1.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/olinpia_dream_deck.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/kitanada_station_2.jpg





OEBPS/images/20220506_shodoshima/takagisan_orive.jpg





OEBPS/images/20220710_shimonada/matsuyama_station.jpg
a a
e o] zf_z.i !





OEBPS/images/20220710_shimonada/shimonada_sta_himawari.jpg





OEBPS/images/20230108_miyajima/rappid_ship_vip.jpg





OEBPS/images/20230223_okinawa/beach.jpg





